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講演要旨: ２００７年１月に長崎各地にあるキリスト教教会群と関

連遺産が文化庁の選定を受け世界遺産暫定リストへ追加登録されて
以来、長崎県各地では教会群と関連遺産を正式に世界文化遺産とし
て登録することへの各種取り組みが文化庁、県庁、そして、関係市
町といった地元自治体により進められている。世界遺産登録を行政
の政策としてとらえた場合、観光を含めた産業の変化や遺産という
文化の表象という問題はさることながら、地域住民の間では国際法
である世界遺産条約が法的な実体をもって地域の住民生活にどのよ
うな影響を与えるようになっていくのか、もしくは、世界遺産条約
という国際法を地域の中で以下に実体化させていくのか、という
法・政治人類学的な問題である「政策と地域住民の関係」や法制度
という「ことばと地域住民の関係」のプロセスが内在していること
が分かる。そこで、本報告では、C. S.パース（１９６１）やM.シル
バステイン（１９７０）などの語用論（indexicality）をもとに、長

崎県の世界遺産登録プロジェクトを国際法の翻訳作業として捉え国
際法と住民との関係を分析する。 

          平成２５年度ＡＲＥＮＡ定期セミナー世話人: 
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       上山 一    （ARENA助教 内線７８７１） 


